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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期

第２四半期累計期間
第14期

第２四半期累計期間
第13期

会計期間
自 平成24年11月１日
至 平成25年４月30日

自 平成25年11月１日
至 平成26年４月30日

自 平成24年11月１日
至 平成25年10月31日

売上高 (千円) 1,700,182 1,762,724 3,810,198

経常利益 (千円) 64,259 128,723 222,677

四半期(当期)純利益 (千円) 38,559 79,437 140,287

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 331,494 331,494 331,494

発行済株式総数 (株) 1,269,900 1,269,900 1,269,900

純資産額 (千円) 933,713 1,105,236 1,035,387

総資産額 (千円) 2,938,376 3,500,277 2,643,054

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 30.36 62.56 110.47

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 7.00

自己資本比率 (％) 31.8 31.6 39.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △80,237 △50,774 282,795

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △63,916 △339,782 △195,531

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 207,728 449,051 20,042

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 230,619 332,845 274,351
 

　

回次
第13期

第２四半期会計期間
第14期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成25年２月１日
至 平成25年４月30日

自 平成26年２月１日
至 平成26年４月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 97.17 142.14
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、持分法を適用すべき関係会社が存在しないため記載しており

ません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はあ

りません。

EDINET提出書類

ベルグアース株式会社(E25969)

四半期報告書

 2/17



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策への期待感から円安・株高が進み、景

気は緩やかに回復してきたものの、平成26年４月１日からの消費税増税に伴う駆け込み需要の反動減が

懸念されるなど、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

当社の属する農業分野におきましても、農家の高齢化及び後継者不足に加え、ＴＰＰ交渉参加や人口

減少に伴う国内市場の縮小など、依然として厳しい状況が続いております。また、平成26年２月に関東

甲信越を襲った記録的な大雪により、ビニールハウス等の農業施設が倒壊するなど甚大な雪害が発生い

たしました。この大雪による当社の設備に対する被害は無かったものの、売上面では２月中旬～３月末

に定植を予定していた農家からの受注が一時的に減少いたしました。

このような状況のもと、当社は４月以降の家庭園芸向け野菜苗の供給能力拡大を図るための茨城農場

の増設、及び品質と生産性向上のための本社農場の改築を平成26年３月に実施いたしました。

上記の結果、当第２四半期累計期間の売上高は1,762,724千円と前年同四半期と比べ62,542千円

(3.7％)の増収となったものの、人材及び研究開発部門への投資を積極的に実施した結果、13,006千円

の営業損失(前年同四半期は営業利益48,624千円)となりました。一方、経常利益は補助金収入等の営業

外収益の増加等により128,723千円と前年同四半期と比べ64,464千円(100.3％)の増益、四半期純利益は

79,437千円と前年同四半期と比べ40,877千円(106.0％)の増益となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（野菜苗生産販売事業）

当第２四半期累計期間の売上高は、大雪等の影響により２月中旬～３月末の営利農家向けの需要が一

時的に減少したものの、茨城農場の増設等により家庭園芸向けの供給能力が拡大した結果、1,591,281

千円と前年同四半期と比べ59,208千円(3.9％)の増収となりました。

損益面につきましては、農場の拡大に加え、人材及び研究開発部門への投資を積極的に実施した結

果、セグメント利益(営業利益)は141,390千円と前年同四半期と比べ57,174千円(28.8％)の減益となり

ました。
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品目分類 売上高 (千円) 前年同四半期比 (％)

トマト苗 549,270 109.5

キュウリ苗 444,776 100.2

ナス苗 220,600 102.7

スイカ苗 151,662 94.9

メロン苗 116,378 103.6

ピーマン類苗 (注) 34,337 99.8

その他 74,255 113.3

合　計 1,591,281 103.9

規格分類 売上高 (千円) 前年同四半期比 (％)

ポット苗(7.5㎝～15㎝) 812,473 101.8

当社オリジナル(アースストレート苗、ヌードメイク
苗、ｅ苗シリーズ等)

481,794 107.8

セル苗(288穴～72穴) 289,042 102.2

その他 7,971 180.2

合　計 1,591,281 103.9

納品地域分類 売上高 (千円) 前年同四半期比 (％)

北海道・東北 214,388 111.3

関東 614,643 101.2

中部・甲信越・北陸 276,285 101.0

近畿・中国・山陰 310,246 101.5

四国 93,699 114.1

九州・沖縄 82,017 115.3

合　計 1,591,281 103.9

　

品目分類別の売上高は次のとおりであります。

 

(注) ピーマン類として、ピーマン・パプリカ・シシトウ・トウガラシをまとめて表示しています。

 

規格分類別の売上高は次のとおりであります。

 

(注) ポット苗は、ポリエチレンのポット(ポリ鉢)で育苗した一般的な苗であり、ポットのサイズが大きくなると

苗のサイズも大きくなります。セル苗は、小さな穴が連結した容器(セルトレー)で育苗した苗であり、穴数

が増えると苗のサイズが小さくなります。

　

納品地域分類別の売上高は次のとおりであります。
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事業所名(所在地) セグメントの名称 設備の内容 投資額 完成年月

茨城農場

(茨城県常陸大宮市)
野菜苗生産販売事業

生産設備

事務所
206,646千円 平成26年３月

本社農場

(愛媛県宇和島市)
野菜苗生産販売事業

生産設備

土地
216,649千円 平成26年３月

　

（流通事業）

当第２四半期累計期間の売上高は、培養土等の農業資材販売が増加した結果、173,598千円と前年同

四半期と比べ5,488千円(3.3％)の増収となりました。

損益面につきましては、原価率の改善及びコスト削減の効果があったものの、8,398千円のセグメン

ト損失(営業損失)(前年同四半期はセグメント損失17,712千円)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比べ857,222千円(32.4％)増加の3,500,277千円

となりました。これは、受取手形及び売掛金が333,635千円、たな卸資産が178,851千円、有形固定資産

が303,010千円それぞれ増加したこと等によるものであります。

負債は、前事業年度末と比べ787,373千円(49.0％)増加の2,395,040千円となりました。これは、支払

手形及び買掛金が260,226千円、短期借入金が300,000千円、未払金が102,429千円、長期借入金が

151,027千円それぞれ増加したこと等によるものであります。

純資産は、前事業年度末と比べ69,848千円(6.7％)増加の1,105,236千円となりました。これは、四半

期純利益の計上等により利益剰余金が70,548千円増加したこと等によるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は332,845千円と前事業年度末と比べ

58,494千円(21.3％)の増加となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、△50,774千円と前年同四半期と比べ支出が29,463千円減少し

ました。支出が減少した主な要因は、税引前四半期純利益の増益、仕入債務の増加等によるものであり

ます。

投資活動によるキャッシュ・フローは、△339,782千円と前年同四半期と比べ支出が275,865千円増加

しました。支出が増加した主な要因は、茨城農場の増設及び本社農場の改築等に伴い、有形固定資産の

取得による支出が増加したこと等によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、449,051千円と前年同四半期と比べ収入が241,322千円増加し

ました。収入が増加した主な要因は、短期借入金及び長期借入金の増加等によるものであります。

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は28,824千円であります。

なお、当第２四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(5) 主要な設備

前事業年度末において計画中であった重要な設備の新設について、当第２四半期累計期間に完成した

ものは、次のとおりであります。
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種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,500,000

計 3,500,000

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年４月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年６月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,269,900 1,269,900
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株で
あります。

計 1,269,900 1,269,900 ― ―

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年２月１日～
平成26年４月30日

― 1,269,900 ― 331,494 ― 241,494

第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

 

② 【発行済株式】

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
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  平成26年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

山口　一彦 愛媛県宇和島市 338,800 26.67

株式会社伊予銀行
(常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社)

愛媛県松山市南堀端町１番地
(東京都中央区晴海一丁目８番12号　晴海アイラ
ンドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟)

60,000 4.72

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 57,280 4.51

ベルグアース従業員持株会 愛媛県宇和島市津島町北灘甲88番地１ 43,494 3.42

木田　裕介 大阪府豊中市 36,500 2.87

アグリ・エコサポート投資事業有
限責任組合

東京都千代田区神田錦町三丁目11番地
精興竹橋共同ビル

30,000 2.36

ジャフコＶ１－Ｂ号投資事業有限
責任組合

東京都千代田区大手町一丁目５番１号 22,400 1.76

山口　眞由子 愛媛県宇和島市 22,000 1.73

株式会社松山機型工業 愛媛県松山市堀江町163番地 20,000 1.57

トキタ種苗株式会社 埼玉県さいたま市見沼区中川1069 13,100 1.03

計 ― 643,574 50.67

普通株式 1,268,400

普通株式 1,500

   平成26年４月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
 

12,684 ―

単元未満株式
 

― ―

発行済株式総数 1,269,900 ― ―

総株主の議決権 ― 12,684 ―

　

(6) 【大株主の状況】

 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

 

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ベルグアース株式会社(E25969)

四半期報告書

 7/17



第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成26年２月１日か

ら平成26年４月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年11月１日から平成26年４月30日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目

から見て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げ

ない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

 

 

 

EDINET提出書類

ベルグアース株式会社(E25969)

四半期報告書

 8/17



１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年10月31日)

当第２四半期会計期間
(平成26年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 307,351 339,245

受取手形及び売掛金 811,028 1,144,663

商品及び製品 7,387 9,018

仕掛品 44,986 158,889

原材料及び貯蔵品 70,769 134,087

その他 43,133 58,982

貸倒引当金 △1,067 △1,116

流動資産合計 1,283,590 1,843,770

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 605,598 938,173

機械及び装置（純額） 107,439 115,300

土地 452,854 466,563

その他（純額） 64,729 13,595

有形固定資産合計 1,230,622 1,533,633

無形固定資産 36,664 36,109

投資その他の資産
※１ 92,177 ※１ 86,763

固定資産合計 1,359,464 1,656,506

資産合計 2,643,054 3,500,277

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 375,822 636,049

短期借入金
※２ 250,000 ※２ 550,000

1年内返済予定の長期借入金 170,534 177,540

未払金 98,292 200,722

未払法人税等 52,308 18,398

賞与引当金 44,000 42,000

その他 58,874 37,064

流動負債合計 1,049,832 1,661,774

固定負債

長期借入金 531,322 682,349

資産除去債務 25,843 26,094

その他 668 24,821

固定負債合計 557,834 733,266

負債合計 1,607,666 2,395,040
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年10月31日)

当第２四半期会計期間
(平成26年４月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 331,494 331,494

資本剰余金 241,494 241,494

利益剰余金 459,867 530,416

自己株式 △66 △100

株主資本合計 1,032,789 1,103,304

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,597 1,932

評価・換算差額等合計 2,597 1,932

純資産合計 1,035,387 1,105,236

負債純資産合計 2,643,054 3,500,277
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年11月１日
　至 平成25年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年11月１日
　至 平成26年４月30日)

売上高 1,700,182 1,762,724

売上原価 1,295,677 1,370,527

売上総利益 404,504 392,197

販売費及び一般管理費
※ 355,880 ※ 405,204

営業利益又は営業損失（△） 48,624 △13,006

営業外収益

受取利息 22 65

受取配当金 319 450

受取手数料 6,693 4,276

補助金収入 6,860 138,744

貸倒引当金戻入額 1,734 －

その他 2,968 2,082

営業外収益合計 18,598 145,618

営業外費用

支払利息 2,947 3,354

その他 14 533

営業外費用合計 2,962 3,888

経常利益 64,259 128,723

特別利益

有形固定資産売却益 9 －

特別利益合計 9 －

特別損失

有形固定資産除却損 － 20

リース解約損 － 274

特別損失合計 － 294

税引前四半期純利益 64,269 128,428

法人税、住民税及び事業税 24,943 15,698

法人税等調整額 766 33,293

法人税等合計 25,709 48,991

四半期純利益 38,559 79,437
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年11月１日
　至 平成25年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年11月１日
　至 平成26年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 64,269 128,428

減価償却費 57,513 63,386

有形固定資産売却損益（△は益） △9 －

有形固定資産除却損 － 20

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,734 49

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,212 △2,000

受取利息及び受取配当金 △342 △515

支払利息 2,947 3,354

補助金収入 △6,860 △138,744

売上債権の増減額（△は増加） △337,666 △333,635

たな卸資産の増減額（△は増加） △117,339 △178,851

仕入債務の増減額（△は減少） 204,542 260,226

未払金の増減額（△は減少） 73,173 97,968

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,897 △28,769

その他 4,836 △6,702

小計 △51,982 △135,783

利息及び配当金の受取額 342 515

利息の支払額 △3,198 △3,329

補助金の受取額 7,760 137,344

法人税等の支払額 △33,159 △49,522

営業活動によるキャッシュ・フロー △80,237 △50,774

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6,600 △3,000

定期預金の払戻による収入 － 28,800

有形固定資産の取得による支出 △54,363 △357,454

有形固定資産の除却による支出 － △556

有形固定資産の売却による収入 9 －

無形固定資産の取得による支出 － △3,428

関係会社株式の取得による支出 △1,000 △1,000

保険積立金の積立による支出 △1,878 △1,878

その他 △83 △1,265

投資活動によるキャッシュ・フロー △63,916 △339,782

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 200,000 350,000

短期借入金の返済による支出 － △50,000

長期借入れによる収入 100,000 250,000

長期借入金の返済による支出 △85,731 △91,967

自己株式の取得による支出 － △34

配当金の支払額 △6,349 △8,756

その他 △190 △190

財務活動によるキャッシュ・フロー 207,728 449,051

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 63,574 58,494

現金及び現金同等物の期首残高 167,045 274,351

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 230,619 ※ 332,845
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前事業年度

(平成25年10月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年４月30日)

投資その他の資産 2,885千円 2,885千円

 
前事業年度

(平成25年10月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年４月30日)

当座貸越極度額の総額 500,000千円 600,000千円

借入実行残高 250,000千円 550,000千円

差引額 250,000千円 50,000千円

 
前第２四半期累計期間

(自 平成24年11月１日
至 平成25年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年11月１日
至 平成26年４月30日)

役員報酬 37,500千円 38,850千円

給与手当 68,576千円 79,821千円

賞与引当金繰入額 7,191千円 10,565千円

旅費交通費 24,051千円 30,259千円

荷造運賃費 91,003千円 106,124千円

減価償却費 6,037千円 8,001千円

支払手数料 36,162千円 40,167千円

貸倒引当金繰入額 －千円 49千円

 
前第２四半期累計期間

(自 平成24年11月１日
至 平成25年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年11月１日
至 平成26年４月30日)

現金及び預金 253,619千円 339,245千円

預金期間が３か月を超える定期預金 △23,000千円 △6,400千円

現金及び現金同等物 230,619千円 332,845千円

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 

※２ 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行４行と当座貸越契約を締結しております。

前事業年度末及び当第２四半期会計期間末における当座貸越契約に係る借入金の未実行残高は次のと

おりであります。

 

 

(四半期損益計算書関係)

 ※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。
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決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年１月30日
定時株主総会

普通株式 6,349 5.00 平成24年10月31日 平成25年１月31日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年１月30日
定時株主総会

普通株式 8,889 7.00 平成25年10月31日 平成26年１月31日 利益剰余金

　

(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成24年11月１日 至 平成25年４月30日)

配当金支払額

 

　

当第２四半期累計期間(自 平成25年11月１日 至 平成26年４月30日)

配当金支払額

 

　

 
(持分法損益等)

前第２四半期累計期間(自 平成24年11月１日 至 平成25年４月30日)

関連会社は損益及び利益剰余金等からみて重要性が乏しいため記載を省略しております。

 
当第２四半期累計期間(自 平成25年11月１日 至 平成26年４月30日)

関連会社は損益及び利益剰余金等からみて重要性が乏しいため記載を省略しております。
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  (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期損益計算
書計上額
（注）２野菜苗生産販売

事業
流通事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,532,072 168,109 1,700,182 ― 1,700,182

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,532,072 168,109 1,700,182 ― 1,700,182

セグメント利益又は損失(△) 198,564 △17,712 180,852 △132,228 48,624

  (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期損益計算
書計上額
（注）２野菜苗生産販売

事業
流通事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,589,126 173,598 1,762,724 ― 1,762,724

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

2,154 ― 2,154 △2,154 ―

計 1,591,281 173,598 1,764,879 △2,154 1,762,724

セグメント利益又は損失(△) 141,390 △8,398 132,992 △145,999 △13,006

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間(自 平成24年11月１日 至 平成25年４月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

(注) １　セグメント利益又は損失(△)の調整額△132,228千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であ

り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

 

当第２四半期累計期間(自 平成25年11月１日 至 平成26年４月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

(注) １　セグメント利益又は損失(△)の調整額△145,999千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であ

り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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項目
前第２四半期累計期間

(自 平成24年11月１日
至 平成25年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年11月１日
至 平成26年４月30日)

１株当たり四半期純利益金額 30円36銭 62円56銭

 (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 38,559 79,437

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 38,559 79,437

    普通株式の期中平均株式数(株) 1,269,900 1,269,855

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。

　

 
 
第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   目 細       実      印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   千 原   徹 也      印

独立監査人の四半期レビュー報告書

 
平成26年６月12日

ベルグアース株式会社

　　　取　締　役　会　御中
 

　

 

　

 

 
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているベ

ルグアース株式会社の平成25年11月１日から平成26年10月31日までの第14期事業年度の第２四半期会計期間

(平成26年２月１日から平成26年４月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年11月１日から平成26年４

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ベルグアース株式会社の平成26年４月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以  上

 
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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